
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜 サークル名 時 間 場 所 曜 サークル名 時 間 場 所 

月 

花岡ミニテニス 毎週 10時～15時 講堂 

木 

コール花丘 第1･3週 10時～12時 会議室 

書道サークル 第 2・4 週 10 時～12 時 第３研修室 ミニテニス 毎週 10時～12時 講堂 

舞踊サークル 毎週 10時～12時 第１研修室 花矢ヨガサークル 毎週 10時半～11時半 第１研修室 

火 

火曜洋裁教室 毎週 10時～15時 第３研修室 成人健康体操教室 毎週 13時半～15時半 講堂 

音楽とおしゃべり広場 第３週 10 時～13 時半 会議室 大館ミニテニス愛好会 毎週 19時～21時 講堂 

健康太極拳 毎週 10時～12時 第１研修室 

金 

テリーフラ 毎週 10時～11時 第１研修室 

日舞サークル 毎週 13時～15時 第１研修室 花岡ユニカール 毎週 13時～16時 講堂 

卓球サークル 毎週 13時～16時 講堂 ピアノ練習 毎週 13時～15時 会議室 

８人制バレーボール 毎週 18時半～20時半 講堂 フラワー（８人制バレーボール） 毎週   9時～12時 講堂 

水 

編物サークル 月2回10時～15時 第２研修室 

土 

花岡ミニテニス 毎週 10時～12時 講堂 

社交ダンス 毎週 19時～21時 講堂 卓球サークル 毎週 13時～16時 講堂 

花岡ユニカール 毎週 13時～16時 講堂 ８人制バレーボール 毎週 18時半～20時半 講堂 

花岡ラージ（卓球） 毎週 13時～16時 講堂 

 
花岡書道サークル 毎週 14時～19時 第３研修室 

気になるサークルがありましたら公民館へご連絡ください。 

発 行 花岡公民館 電話 ４３－７１２４ ＦＡＸ ４６－２２０１ 

令和５年 

チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日

に実施される住民参加型のスポーツイベント

で、人口規模がほぼ同じ自治体同士が、１５

分以上継続して運動やスポーツをした住民の

参加率（％）を競います。市内にいる方はどな

たでも参加可能です。 

令和５年度 花岡公民館利用団体サークルのお知らせ 

【参加された方は下記まで報告をお願いします】 

●集計センター（２１時まで）☎fax48-7381 

●花岡公民館（１７時まで） ☎43-7124 

●公民館に設置している回収ボックスに報告書を

投函（１７時まで） 

お問い合わせ：スポーツ振興課 ☎43-7148 



 

 

 

 

 

 

 新着図書  

 

 

 

 

 

 

一般書が「常識なのに！大人も答えられない都道府県のギモン」、「ネット時代のやってはいけない病院・

医師選び」、「ねこは液体」、「ミライの源氏物語」、「それを世界と言うんだね」、「今日、僕らの命が終わるまで」、「十日え

びす」です。 

児童書が「正解のない問題集」、「あやとり大全集」、「3分間サバイバル[5]」、「1話ごとに近づく恐怖百物語」、「おば

けのしかえし」、「かわうそのあらいやさん」、「まよなかのゆうえんち」です。 

 開館時間 火～金 ９～19時  土・日 ９～17時  休館日：月・祝日  

花矢図書館：☎ ４６－１５５７ 

 館長雑感  

葉桜の 一木寂しや 御堂前 
 
１９６４年東京オリンピックの開催記念に中学生たちが植樹し、今年も春繚乱を極めた花岡

川の桜も散り、草木の輝きが増え、風薫る５月の空に鯉のぼりが泳ぎ、個人的には運動会の終

了が鳥潟会館の後ろにあったプールでの練習開始のシグナルだったころが懐かしく思い出さ

れます。 

秋田県は１５歳未満の人口の割合が全国一少ないそうで、ゲーム機などの普及と相まって

そこここで子供たちの遊ぶ姿が見えない昨今です。 

ものが豊かすぎると心の貧しい子供が育つといわれます。人間には、適度な欠乏が必要で

あり、今の子供たちにもハングリー精神が必要で、「甘え」を克服させなければいけません。日

本は世界で最も手伝いをさせない国ともいわれ、子供がせっかく自分の力でやろうとしている

とつい親や大人が手を出してしまいがちです。「失敗は成功の母」とか「若いときの失敗は買

ってでもさせろ」と言います。小学校の浅野校長も入学式で「学校は間違っていいところで

す。」と話していました。大人になってからの失敗は取り返しのつかなくなることが多く、数々の

辛酸をなめ、それを何とか乗り越えてきた人生の大先輩である親が、大人が自信を持って子

育てに取り組み、未来を担う若者に力をつけたいものです。 

  私たち一人一人は、これからどれだけ人類が進化し、繁栄するかは予測できませんが、今の

自分より明日の自分をよりよく向上させることが、この世に生を受けたものの務めだと思いま

す。体の向上はある一定の年齢になるとストップし維持か衰退ですが、心のほうは何歳になっ

ても進歩や向上が期待できます。心も体も日々新たなるよう目標を定めて実践に努めたいも

のです。 

今年度最初の学習は、弘前城本丸御殿にあ

ったと伝えられる杉戸が展示されている弘前市

立博物館の見学と、弘前公園の散策をしてきま

した。例年よりも桜の開花が早く、ソメイヨシノ

の見ごろは過ぎていましたが、満開の枝垂桜を

楽しみました。 


